
　
欧
米
で
は
現
在
「
ホ
リ
ス

テ
ィ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
ネ
ス
」
と

い
う
、
健
康
を
総
合
的
に
考

え
る
概
念
が
浸
透
し
て
き
て

い
ま
す
。

　
消
費
者
個
人
が
、
感
情
、

心
、
身
体
、
社
会
的
健
康
を

目
指
す
も
の
で
す
。
こ
の
ホ

リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
ネ
ス

を
達
成
す
る
に
あ
た
り
、
人

工
的
で
は
な
く
、
動
物
を
殺

さ
ず
、
地
球
環
境
に
優
し
い

天
然
植
物
成
分
か
ら
ア
プ
ロ

ー
チ
し
て
い
く
の
が
現
在
の

ト
レ
ン
ド
で
す
。

　
特
に
20
〜
40
代
の
若
い
世

代
に
こ
う
し
た
意
識
は
浸
透

し
て
お
り
、
大
き
な
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
が
築
か
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
世
界
的
な
潮

流
と
し
て
、
若
い
世
代
に
ヌ

ー
ト
ロ
ピ
ッ
ク
（
脳
機
能
を

高
め
る
栄
養
素
材
）
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
ネ

ス
と
関
連
し
て
い
ま
す
。

　
ヌ
ー
ト
ロ
ピ
ッ
ク
素
材
は

体
で
す
。
ケ
ル
セ
チ
ン
は
、

当
初
、
米
国
で
「
エ
ネ
ル
ギ

ー
サ
プ
リ
」
と
し
て
フ
ィ
ジ

カ
ル
サ
ポ
ー
ト
を
目
的
と
し

て
売
り
出
さ
れ
た
素
材
で

す
。
米
国
の
い
く
つ
か
の
大

学
で
、
自
転
車
選
手
の
持
久

力
改
善
に
関
す
る
臨
床
試
験

で
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
長
年
、
米
国
の
大
学

や
企
業
で
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

の
研
究
開
発
を
行
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、
一
つ
の
目
標
は

ケ
ル
セ
チ
ン
の
フ
ィ
ジ
カ
ル

サ
ポ
ー
ト
効
果
に
メ
ン
タ
ル

面
で
の
機
能
を
付
与
で
き
な

い
か
と
言
う
こ
と
で
し
た
。

長
年
に
わ
た
る
製
薬
企
業
と

の
研
究
の
結
果
、
植
物
本
来

の
ケ
ル
セ
チ
ン
配
糖
体
が
そ

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て

い
る
こ
と
に
行
き
着
い
た
わ

け
で
す
。

　
ケ
ル
セ
チ
ン
は
歴
史
あ
る

旧
い
素
材
で
す
。
し
か
し
、

エ
ン
ジ
ュ
（
延
寿
）
の
花
蕾

誇
り
、
現
在
１
０
０
０
㌧
を

超
え
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
ケ
ル
セ
チ
ン
の
ヒ

ト
臨
床
試
験
が
増
加
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
健
康
増
進
効
果
が

報
告
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
を
契

機
と
し
て
、
ケ
ル
セ
チ
ン
の

免
疫
維
持
効
果
も
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
、
市
場
が
拡
大

し
て
き
て
い
ま
す
。
機
能

性
、
供
給
性
、
コ
ス
ト
な
ど

の
ビ
ジ
ネ
ス
要
素
を
鑑
み
て

も
、
ケ
ル
セ
チ
ン
は
今
後
も

重
要
な
サ
プ
リ
素
材
で
あ
り

続
け
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
従
来
の
ケ
ル
セ

チ
ン
は
コ
ス
ト
低
減
の
た

め
、
天
然
糖
部
分
を
酸
処
理

で
除
去
し
水
溶
性
を
犠
牲
に

し
た
加
工
品
で
あ
り
、
水
溶

性
も
吸
収
性
も
満
足
で
き
な

い
素
材
で
し
た
。
ヘ
ル
ス
ケ

ア
素
材
の
溶
解
性
バ
ラ
ン
ス

は
経
皮
製
剤
の
体
内
吸
収
性

や
皮
膚
透
過
性
な
ど
体
感
効

果
に
影
響
を
及
ぼ
す
重
要
な

要
素
で
す

　
日
本
に
お
い
て
も
各
企
業

が
酵
素
技
術
を
用
い
て
、
ケ

ル
セ
チ
ン
や
ル
チ
ン
に
糖
を

人
工
的
に
付
加
し
て
水
溶
性

を
改
良
し
た
酵
素
処
理
ケ
ル

セ
チ
ン
／
ル
チ
ン
配
糖
体
を

上
市
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
ウ
ェ
ル
ネ
ス
の
ひ
と
つ
の

概
念
、
社
会
的
健
康
を
満
た

す
た
め
に
は
、
も
う
一
歩
踏

み
込
ん
だ
環
境
に
や
さ
し
い

オ
ー
ル
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
ウ
エ

ル
ネ
ス
ケ
ア
製
品
が
望
ま
れ

て
い
ま
す
。
日
本
企
業
の
技

術
で
あ
れ
ば
、
理
想
実
現
に

向
け
た
科
学
の
叡
智
を
結
集

し
た
製
品
の
開
発
は
可
能
な

は
ず
で
す
。
す
で
に
化
学
的

修
飾
に
頼
ら
な
い
次
世
代
の

天
然
ケ
ル
セ
チ
ン
配
糖
体
製

品
の
開
発
に
成
功
し
て
い
る

企
業
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

今
後
も
こ
の
分
野
を
注
視
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
国
内
外
の
学
術
誌
に
投

稿
さ
れ
る
ケ
ル
セ
チ
ン
と

ケ
ル
セ
チ
ン
類
縁
体
の
研

究
論
文
数
は
伸
び
て
い
く

一
方
だ
。
日
本
国
内
は
と

も
か
く
、
海
外
に
お
け
る

ケ
ル
セ
チ
ン
熱
は
、
こ
こ

数
年
来
冷
め
る
様
子
が
ま

っ
た
く
な
い
。

　
国
内
外
の
ケ
ル
セ
チ
ン

研
究
論
文
を
集
め
た
「
ケ

ル
セ
チ
ン
・
フ
ラ
ボ
ノ
イ

ド 

論
文
・
文
献
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
に
掲
載
さ
れ
た

論
文
数
は
、
７
月
中
旬
現

在
で
４
９
１
７
件
。
昨
年

同
月
は
３
５
２
９
件
で
、

現
在
も
毎
月
平
均
で
１
０

０
件
超
と
い
う
ペ
ー
ス
で

さ
か
ん
に
論
文
投
稿
が
続

い
て
い
る
。

　
１
０
０
以
上
の
機
能
性

を
誇
る
ケ
ル
セ
チ
ン
（
と

そ
の
類
縁
体
）
だ
が
、
知

性
を
司
る
「
脳
」
機
能
と

の
相
性
は
特
に
よ
く
、
最

近
欧
米
で
流
行
し
て
い
る

ヌ
ー
ト
ロ
ピ
ッ
ク
の
素
材

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。
ち
な
み
に
、
７
月
22

日
の
時
点
で
「
脳
」
に
関

　ＴＶ番組などの宣伝によりタマネギの皮が有名だが、実のとこ
ろケルセチン配糖体を多く含む植物は、中国を原産国とするエン
ジュの花とされている。エンジュ由来のケルセチン製剤には、イ
ンデナジャパンのケルセフィットやアルプス薬品工業の天然ケル
セチン製剤などがあり、東洋精糖のαＧルチンや太陽化学のイソ
クエルシトリンもエンジュ由来の酵素処理ケルセチン配糖体を使
用している。
　ケルセチンと同じフラボノール構造のポリフェノールの一種で
あるタキシフォリンは、ＤＨＱが、ロシアのシベリアカラマツ由
来のタキシフォリンを世界最大メーカーアメチス社から輸入。同
じくフィセチンを含有する中国原産の植物から抽出するタラヨウ
エキスが開発している。これも機能性もケルセチンと重なる点が
多く、ケルセチンの仲間として、世界各国でさかんに研究論文が
発表されている。

　
一
昨
年
、
昨
年
に
引
き
続

き
、
世
界
中
で
ケ
ル
セ
チ
ン

（
と
、
そ
の
類
縁
体
。
本
稿

で
は
以
下
す
べ
て
ま
と
め
て

「
ケ
ル
セ
チ
ン
」
と
表
記
す

る
）
の
研
究
成
果
の
発
表
が

増
加
し
て
い
る
。
ケ
ル
セ
チ

ン
に
お
け
る
脳
機
能
改
善
、

抗
肥
満
、
抗
血
栓
、
抗
ア
レ

ル
ギ
ー
な
ど
の
機
能
性
の
豊

富
さ
は
抜
群
で
、
近
年
で
は

特
に
脳
機
能
を
高
め
る
ヌ
ー

ト
ロ
ピ
ッ
ク
分
野
で
注
目
が

集
ま
っ
て
い
る
。
ヌ
ー
ト
ロ

ピ
ッ
ク
は
日
本
に
お
い
て
は

な
じ
み
が
薄
い
単
語
だ
が
、

欧
米
に
お
い
て
は
す
で
に
一

分
野
を
築
い
て
い
る
。
サ
プ

リ
大
国
米
国
に
お
い
て
は
そ

の
傾
向
が
顕
著
で
、
中
高
年

齢
者
層
ば
か
り
で
は
な
く
、

ス
ポ
ー
ツ
や
仕
事
な
ど
で

「
集
中
力
を
発
揮
す
る
」
シ

ー
ン
が
多
い
若
者
層
に
ま

で
、
ケ
ル
セ
チ
ン
市
場
は
拡

大
し
て
い
る
。

　
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一
種

に
有
用
で
あ
る
こ
と
は
、

様
々
な
細
胞
試
験
、
動
物
試

験
、
コ
ホ
ー
ト
研
究
、
疫
学

調
査
な
ど
に
よ
り
指
摘
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
ポ
リ
フ

ェ
ノ
ー
ル
は
水
に
溶
け
に
く

く
、
体
内
吸
収
性
が
劣
悪
、

し
か
も
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
加

工
す
る
と
そ
の
最
も
重
要
な

要
素
で
あ
る
抗
酸
化
能
力
の

ほ
と
ん
ど
が
失
わ
れ
て
し
ま

う
と
い
う
大
き
な
矛
盾
（
ポ

リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
パ
ラ
ド
ッ
ク

ス
）
が
生
じ
て
い
た
。

　
本
特
集
で
紹
介
し
た
各
企

業
は
、
こ
の
大
き
な
課
題
で

あ
る
「
体
内
吸
収
性
の
低

さ
」
を
独
自
の
技
術
で
克
服

し
て
い
る
。

　
イ
ン
デ
ナ
ジ
ャ
パ
ン
（
東

京
都
千
代
田
区
）
の
「
ケ
ル

セ
フ
ィ
ッ
ト
」
は
独
自
の
フ

ィ
ト
ソ
ー
ム
技
術
で
体
内
へ

の
高
吸
収
率
を
実
現
。
機
能

性
食
品
届
出
対
応
素
材
と
し

て
、
国
内
で
日
本
人
対
象
の

Ｒ
Ｃ
Ｔ
（
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較

試
験
）
も
終
了
し
、
科
学
誌

『
薬
理
と
治
療
』
に
論
文
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

　
ア
ル
プ
ス
薬
品
工
業
（
岐

阜
県
飛
騨
市
）
が
開
発
し
た

ユ
ビ
オ
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
（
ユ

ビ
オ
ケ
ル
セ
チ
ン
）
は
、
有

用
な
糖
部
分
を
酸
処
理
で
除

去
し
た
り
破
棄
し
た
り
し
な

い
１
０
０
％
ナ
チ
ュ
ラ
ル
製

剤
製
法
が
ウ
リ
。
水
溶
解
性

の
向
上
、
体
内
吸
収
率
向
上

に
成
功
し
た
か
画
期
的
な
原

　
本
紙
が
ケ
ル
セ
チ
ン
と
そ
の
類
縁
体
に
注
目
し
て
か
ら
３
年
。
研
究
論
文
の
発

表
数
は
一
向
に
衰
え
ず
、
順
調
に
エ
ビ
デ
ン
ス
を
累
積
し
て
い
る
。
ケ
ル
セ
チ
ン

に
お
け
る
現
在
の
世
界
の
潮
流
は
、
ヌ
ー
ト
ロ
ピ
ッ
ク
（
向
知
性
・
脳
機
能
を
高

め
る
物
質
）
素
材
と
し
て
注
目
が
集
ま
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
的
な

進
化
（
世
界
基
準
か
ら
か
け
離
れ
た
進
化
）
を
し
て
い
る
日
本
の
健
食
市
場
に
お

い
て
は
残
念
な
が
ら
認
知
度
は
さ
ほ
ど
高
い
と
は
い
え
な
い
が
、
機
能
性
表
示
届

出
公
開
も
徐
々
に
で
は
あ
る
が
増
え
て
き
て
い
る
。
各
企
業
の
現
状
を
追
っ
た
。

シ
ョ
ナ
ル
（
東
京
都
港
区
）。

「
体
脂
肪
」
対
策
の
特
定
保

健
用
食
品
（
ト
ク
ホ
）「
サ

ン
ト
リ
ー
緑
茶
伊
右
衛
門
特

茶
」
シ
リ
ー
ズ
の
『
ケ
ル
セ

チ
ン
ゴ
ー
ル
ド
』（
※
特
茶

に
含
ま
れ
る
関
与
成
分
ケ
ル

セ
チ
ン
配
糖
体
を
指
す
、
サ

ン
ト
リ
ー
の
呼
称
）
の
Ｃ
Ｍ

を
こ
こ
数
年
展
開
中
。
今
年

は
エ
ビ
デ
ン
ス
を
前
面
に
押

し
出
す
施
策
と
し
て
グ
ラ
フ

を
用
い
た
新
Ｃ
Ｍ
を
打
ち
出

し
て
売
上
を
伸
長
し
て
お

り
、
現
時
点
で
の
ケ
ル
セ
チ

ン
市
場
拡
大
に
大
い
に
期
待

ソ
エ
ル
シ
ト
リ
ン
、
タ
キ
シ

フ
ォ
リ
ン
な
ど
も
順
調
に
認

知
度
が
高
ま
っ
て
き
て
お

り
、
今
年
の
売
上
に
好
影
響

を
与
え
て
い
る
よ
う
だ
。

　
例
え
ば
東
和
薬
品
（
大
阪

府
門
真
市
）
は
、
国
立
循
環

器
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
、
タ

キ
シ
フ
ォ
リ
ン
の
認
知
症
予

防
の
可
能
性
に
つ
い
て
研

究
。
Ｐ
Ｑ
Ｑ
を
機
能
性
関
与

成
分
に
、
タ
キ
シ
フ
ォ
リ
ン

を
副
原
材
料
と
し
た
サ
プ
リ

メ
ン
ト
の
発
売
準
備
を
進
め

て
い
る
。
今
後
の
市
場
の
広

が
り
に
期
待
し
た
い
。

　
こ
の
よ
う
に
各
企
業
の
努

力
で
ケ
ル
セ
チ
ン
の
体
内
吸

収
性
は
飛
躍
的
に
向
上
。
ま

た
日
本
の
ケ
ル
セ
チ
ン
原
材

料
は
加
工
性
に
優
れ
た
も
の

と
な
っ
て
お
り
、
剤
形
を
選

ば
ず
に
健
康
食
品
に
利
用
で

き
る
点
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

と
な
っ
て
い
る
。
が
、
技
術

の
素
晴
ら
し
さ
に
比
べ
て
、

認
知
度
は
残
念
な
が
ら
高
い

と
は
い
え
な
い
。

　
そ
の
中
で
ケ
ル
セ
チ
ン
の

認
知
度
向
上
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
の
は
、
サ

ン
ト
リ
ー
食
品
イ
ン
タ
ー
ナ

サプリ原料となるエンジュの木は現在は中国産がほとんど

ス
ポ
ー
ツ
前
後
の
集
中
力
向

上
や
ス
ト
レ
ス
軽
減
が
期
待

さ
れ
る
の
で
、
ホ
リ
ス
テ
ィ

ッ
ク
本
来
の
目
的
の
一
端
を

担
う
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で

す
。

　
こ
の
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ウ

ェ
ル
ネ
ス
を
充
足
す
る
成
分

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
植

物
成
分
が
ケ
ル
セ
チ
ン
配
糖

に
は
20
％
以
上
の
天
然
ケ
ル

セ
チ
ン
配
糖
体
が
含
ま
れ
て

お
り
、
こ
れ
は
レ
ス
ベ
ラ
ト

ロ
ー
ル
や
ク
ロ
ロ
ゲ
ン
酸
や

ク
ル
ク
ミ
ン
な
ど
、
他
の
ポ

リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
１
０
０
倍

か
ら
10
万
倍
の
量
に
な
り
ま

す
。
植
物
素
材
出
荷
世
界
統

計
を
見
る
と
、
ケ
ル
セ
チ
ン

は
圧
倒
的
な
年
間
流
通
量
を

感
を
持
た
せ
て
く
れ
る
。

　
ま
た
、
ケ
ル
セ
チ
ン
の
類

縁
体
で
あ
る
ル
チ
ン
、
イ
ク

連
し
た
論
文
を
検
索
す
る

と
、
３
１
３
件
ヒ
ッ
ト
す

る
。
昨
年
か
ら
7
さ
ら
に

１
０
０
件
近
い
研
究
論
文

が
発
表
さ
れ
続
け
て
き
て

い
る
。

　
「
ケ
ル
セ
チ
ン
・
フ
ラ

ボ
ノ
イ
ド 

論
文
・
文
献

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
協
力

を
得
て
、
６
月
末
日
に
更

新
さ
れ
た
ト
ピ
ッ
ク
ス
と

し
て
掲
載
さ
れ
た
最
新
情

報
を
紹
介
す
る
。
今
回
の

ト
ピ
ッ
ク
ス
６
本
の
う

ち
、
４
本
ま
で
が
ケ
ル
セ

チ
ン
の
ヒ
ト
試
験
の
研
究

発
表
に
つ
い
て
。
日
本
か

ら
の
論
文
で
東
洋
精
糖
の

「
糖
転
移
ル
チ
ン
は
悪

玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

減
少
す
る
」
を
は
じ
め

と
し
て
、
ロ
シ
ア-

ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
の
現
地
か
ら

の
臨
床
研
究
「
戦
争
に
お

け
る
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ

ス
障
害
と
認
知
機
能
の
低

下
は
、
ケ
ル
セ
チ
ン
が
改

善
す
る
」
「
糖
尿
病
の
治

療
に
お
い
て
、
ケ
ル
セ
チ

ン
の
摂
取
は
不
安
感
を
軽

減
し
て
生
活
の
質
を
高
め

る
」
「
心
房
細
動
を
併
発

し
た
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂

肪
肝
疾
患
の
治
療
に
お
け

る
、
ケ
ル
セ
チ
ン
の
役

割
」
な
ど
の
論
文
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

　
「
ケ
ル
セ
チ
ン
・
フ
ラ

ボ
ノ
イ
ド 

論
文
・
文
献

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
は
、
国

内
外
の
ケ
ル
セ
チ
ン
（
と

ル
チ
ン
な
ど
の
ケ
ル
セ
チ

ン
類
縁
体
）
に
関
す
る
論

文
要
旨
を
わ
か
り
や
す
い

日
本
語
で
翻
訳
し
、
最
新

情
報
を
毎
月
末
に
更
新
し

て
い
る
サ
イ
ト
。
今
後
も

注
目
に
値
す
る
ケ
ル
セ
チ

ン
関
連
論
文
を
掲
載
し
て

い
く
予
定
。
世
界
が
注
目

す
る
ケ
ル
セ
チ
ン
の
最
先

端
情
報
を
、
日
本
語
か
つ

最
速
で
調
べ
る
の
に
最
適

な
サ
イ
ト
だ
。
ケ
ル
セ
チ

ン
は
他
成
分
と
の
組
み
合

わ
せ
と
し
て
も
有
用
性
が

高
い
。
同
サ
イ
ト
は
素
材

選
び
や
機
能
性
選
択
の
一

助
に
な
る
だ
ろ
う
。

で
あ
る
ケ
ル
セ
チ

ン
は
、
長
ら
く
酸

処
理
に
頼
り
水
溶

性
を
犠
牲
に
し
た

ま
ま
サ
プ
リ
メ
ン

ト
に
加
工
さ
れ
て

き
た
が
、
日
本
の

各
企
業
は
そ
れ
ぞ

れ
に
革
新
的
な
技

法
で
ケ
ル
セ
チ
ン

に
水
溶
性
を
付
与

す
る
こ
と
に
成
功

し
て
お
り
、
市
場

拡
大
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
は
高
い
。
こ

れ
ま
で
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
類
は
抗
酸

化
力
が
非
常
に
強

く
、
健
康
の
維
持

材
料
と
な
っ
て
い
る
。

　
東
洋
精
糖
（
東
京
都
中
央

区
）
の
ケ
ル
セ
チ
ン
の
類
縁

体
で
あ
る
酵
素
処
理
ル
チ
ン

「
α
Ｇ
ル
チ
ン
」
は
、
酵
素

処
理
に
よ
り
水
に
溶
解
し
吸

収
性
が
向
上
し
て
い
る
。
動

物
試
験
で
は
酵
素
処
理
し
て

い
な
い
ル
チ
ン
と
比
べ
、
溶

解
し
て
い
る
こ
と
で
胃
や
腸

管
と
の
接
触
頻
度
が
高
ま

り
、
吸
収
性
が
向
上
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
太
陽
化
学
（
三
重
県
四
日

市
市
）
が
取
り
扱
う
ケ
ル
セ

チ
ン
配
糖
体
の
一
種
で
あ
る

イ
ソ
ク
エ
ル
シ
ト
リ
ン
原
材

料
「
サ
ン
ア
ク
テ
ィ
ブ
Ｑ
Ｃ

Ｄ
」
も
ケ
ル
セ
チ
ン
の
欠
点

を
克
服
し
、
溶
解
性
と
体
内

吸
収
性
を
大
幅
に
向
上
。
ヒ

ト
試
験
で
高
吸
収
性
を
確
認

し
、
少
量
利
用
の
実
現
か
つ

吸
収
速
度
も
速
い
点
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
る
。

特別編：世界の論文が約５千件


